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＜地下水モニタリングに係る経緯と地下水対策＞
 2011年4,5月に高濃度汚染水が海水配管トレンチ、電源ケーブル管路を経由し
て2号機及び3号機取水口内へ流出、港湾内の海水中の放射性物質濃度が上昇。

 港湾内の海水中の放射性物質濃度が下がらないため、要因の推定と追加対策の
検討のため護岸付近の地下水のサンプリング・分析を実施。

 2012年12月：1,2号機取水口間でトリチウム濃度29,000Bq/L、全ベータ濃度
150Bq/Lを確認。

 2013年5月：トリチウム濃度500,000Bq/L、全ベータ濃度1,900Bq/Lと高い数値を
確認したことから、観測孔を追加してモニタリングを継続。

 放射性物質の海洋への拡散抑止・リスク低減対策として、2013年8月から護岸
付近に滞留する地下水をウェルポイントで揚水を開始。2014年3月時点では、
水ガラス注入による護岸近傍の地盤改良を完了。

 さらに、2,3号機海水配管トレンチ内に滞留している汚染水の浄化・抜取り及び
海水配管トレンチの閉塞（2015年8月完了）、海側遮水壁閉合（2015年10月
完了）等を実施。また、2015年9月から建屋周りのサブドレンと2015年11月
から海側遮水壁内側の地下水ドレンを揚水開始。

護岸付近の地下水のモニタリング状況
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＜地下水モニタリング結果＞
 水ガラス注入による地盤改良が完了した３年前（2014年4月）と現在
（2017年1月）を比較した結果、一部の箇所を除き、全体として大きな
変化はない。
 地盤改良壁の海側の地下水濃度は、山側の濃度に比べて低濃度で維持。
 ウェルポイントからの汲み上げにより、ウェルポイントの海側の地下水濃
度は低下。

⇒ 海洋への拡散の抑止・リスク低減に一定の効果。

 海側遮水壁閉合（2015年10月）以降、港湾内海水中の放射性物質濃度
は低下（参考 港湾内海水中放射能濃度（P15~17））

 護岸付近の地下水における放射性物質の移行状況を把握するため地下水
モニタリングを継続していく。

護岸付近の地下水のモニタリング状況



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

8.8E+3
(14.4.6)

5.7E+3
(14.4.6)

1.7E+5
(14.4.7)

6.6E+2
(14.4.6)

ND(1.2E+2)
(14.4.6)

7.5E+2
(14.4.6)

8.5E+2
(14.4.6)

1.6E+4
(14.4.7) 4.6E+3

(14.4.7)

3.8E+4
(14.4.7)

ND(1.2E+2)
(14.4.6)

9.9E+2
(14.4.8)

8.7E+2
(14.4.6)

3.0E+3
(14.4.7) 7.9E+3

(14.4.9)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

2.5E+3
(14.4.18)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

9.8E+3
(14.4.7)

6.8E+2
(14.4.6)
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2014年と2017年の濃度変化（トリチウム 全井戸）

Ｎ

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

1.0E+4
(17.1.11)

5.4E+4
(17.1.13)

8.9E+2
(17.1.14)

ND(1.0E+2)
(17.1.11)1.0E+4

(17.1.11)

4.0E+4
(17.1.12)

2.2E+4
(17.1.11)

4.0E+2
(17.1.11)

6.6E+2
(17.1.13) 7.7E+2

(17.1.13)

8.7E+2)
(17.1.13)

7.1E+3
(17.1.13)

1.1E+3
(17.1.11)

ND(1.1E+2)
(17.1.12)

3.6E+3)
(17.1.12)

1.9E+3
(17.1.12)

6.6E+3)
(17.1.12)

4.5E+3
(17.1.10)

4.2E+2
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月
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【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

概ね低下の傾向一部で上昇箇所あり 一部で上昇箇所あり変化なし

3.1E+4
(14.4.7)

1.8E+4
(14.4.7)

1.6E+3
(17.1.13)

2.8E+4
(17.1.13)

9.3E+3
(17.1.13)

5.9E+2
(17.1.12)

1.1E+4
(14.4.7)

1.7E+3
(14.4.6)

2.6E+3
(14.4.30)

4.6E+2
(14.4.6)

3.1E+2
(17.1.12)

1.3E+3
(17.1.12)

6.5E+2
(17.1.12)

9.3E+2
(17.1.13)

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

濃度（Bq/L）

105オーダー
海側

山側

山側から海側へ移流するこ
とにより濃度が変動したも
のと推定。
また、汲み上げ等により濃
度が低下したものと推定



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

8.7E+1
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

2.1E+2
(14.4.7)

6.5E+2
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

2.5E+1
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

4.1E+3
(14.4.7) 5.2E+5

(14.4.7)

4.1E+2
(14.4.7)

2.8E+1
(14.4.6)

2.3E+3
(14.4.8)

9.0E+2
(14.4.6)

5.6E+2
(14.4.7) 4.0E+4

(14.4.9)

6.4E+1
(14.4.9)

ND(1.8E+1)
(14.4.9)

2.2E+3
(14.4.18)

ND(1.8E+1)
(14.4.9)

1.4E+4
(14.4.7)

3.8E+2
(14.4.6)
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図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

1.7E+4
(17.1.13)

3.3E+2
(17.1.14)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)1.3E+2

(17.1.11)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

2.3E+5
(17.1.13) 5.8E+4

(17.1.13)

ND(1.7E+1)
(17.1.13)

4.3E+1
(17.1.13)

7.8E+2
(17.1.12)

3.8E+4
(17.1.13)

3.5E+4
(17.1.11)

2.4E+1
(17.1.12)

ND(1.8E+1)
(17.1.12)

1.5E+3
(17.1.12)

3.8E+2)
(17.1.12)

9.0E+3
(17.1.10)

3.1E+2
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月
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2014年と2017年の濃度変化（全ベータ 全井戸）

【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

一部で上昇箇所あり 変化なし 変化なし変化なし

6.3E+3
(17.1.12)

3.6E+3
(17.1.12)

2.3E+2
(17.1.12)2.4E+5

(17.1.13)ND(1.7E+1)
(17.1.13)

ND(1.7E+1)
(17.1.13)

3.9E+1
(17.1.12)

ND(1.8E+1)
(14.4.7)

ND(1.8E+1)
(14.4.7)

6.4E+5
(14.4.7)

4.1E+3
(14.4.6)

4.9E+3
(14.4.30)

5.6E+2
(14.4.6)

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

濃度（Bq/L）

105オーダー
海側

山側

山側から海側へ移流するこ
とにより濃度が変動したも
のと推定。
また、深さ方向の移流もあ
ったものと推定（井戸の深
度による変動参照）。



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

1.5E+1
(14.4.6)

ND(4.7E-1)
(14.4.6)

5.4E-1
(14.4.7)

1.1E+0
(14.4.6)

1.1E+0
(14.4.6)

ND(5.5E-1)
(14.4.6)

ND(5.7E-1)
(14.4.6)

ND(5.7E-1)
(14.4.7) 1.2E+0

(14.4.7)

2.3E+1
(14.4.7)

ND(5.8E-1)
(14.4.8)

8.9E+0
(14.4.7)

6.1E+0
(14.4.9)

1.1E+1
(14.4.18)

2.1E+0
(14.4.9)

4.2E+1
(14.4.7)

ND(4.6E-1)
(14.4.6)

＊
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Ｎ

図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

ND(4.3E-1)
(17.1.11)

ND(5.4E-1)
(17.1.13)

6.4E-1
(17.1.14)

ND(5.6E-1)
(17.1.11)3.4E+1

(17.1.11)

ND(5.9E-1)
(17.1.11)

ND(3.7E-1)
(17.1.11)

ND(7.9E-1)
(17.1.13) ND(4.5E-1)

(17.1.13)

1.6E+0
(17.1.13) 6.1E+1

(17.1.13)

5.2E+0
(17.1.12)

1.0E+1
(17.1.12)

ND(5.1E-1)
(17.1.12)

1.4E+2
(17.1.10)

ND(5.4E-1)
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月
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2014年と2017年の濃度変化（セシウム137 全井戸）

【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

＊

＊ ＊

＊

＊

変化なし変化なし 変化なし変化なし

＊：濁度が高いため現在は測定していない。

ND(5.7E-1)
(14.4.7)

1.2E+0
(14.4.7)

ND(4.2E-1)
(17.1.12)

ND(4.7E-1)
(17.1.13)

2.7E+4
(17.1.13)

ND(5.4E-1)
(17.1.12)

4.6E+1
(17.1.12)

6.6E+1
(17.1.12)

ND(4.7E-1)
(17.1.12)

ND(5.1E-1)
(17.1.13)

1.5E+4
(14.4.7)

1.4E+2
(14.4.30)

ND，101オーダー以下
102オーダー
103オーダー

濃度（Bq/L）

104オーダー

3.4E+1
(14.4.6)

海側

山側

セシウムは土壌に吸着しや
すいため、変化が少ないも
のと推定。

ND(5.4E-1)
(14.4.6)

ND(4.4E-1)
(14.4.6)



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

6.6E+2
(14.4.6)

ND(1.2E+2)
(14.4.6)

1.6E+4
(14.4.7) 4.6E+3

(14.4.7)

ND(1.2E+2)
(14.4.6)

9.9E+2
(14.4.8)

7.9E+3
(14.4.9)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

ND(1.1E+2)
(14.4.9)

9.8E+3
(14.4.7)
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図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

8.9E+2
(17.1.14)

6.6E+2
(17.1.13) 7.7E+2

(17.1.13)

8.7E+2)
(17.1.13)

9.3E+2
(17.1.13)

1.1E+3
(17.1.11)

ND(1.1E+2)
(17.1.12)

3.6E+3)
(17.1.12)

6.6E+3)
(17.1.12)

4.5E+3
(17.1.10)

2014年4月

2017年1月
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【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（トリチウム 浅い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

概ね低下の傾向 変化なし変化なし

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

濃度（Bq/L）

105オーダー

1.8E+4
(14.4.7)

1.6E+3
(17.1.13)

6.5E+2
(17.1.12)

1.7E+3
(14.4.6)

一部で上昇箇所あり

ND(1.0E+2)
(17.1.11)

海側

山側

山側から海側へ移流するこ
とにより濃度が変動したも
のと推定。
また、汲み上げ等により濃
度が低下したものと推定



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

8.8E+3
(14.4.6)

5.7E+3
(14.4.6)

1.7E+5
(14.4.7)

7.5E+2
(14.4.6)

8.5E+2
(14.4.6)

3.8E+4
(14.4.7)

8.7E+2
(14.4.6)

3.0E+3
(14.4.7)

2.5E+3
(14.4.18)

6.8E+2
(14.4.6)
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図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

1.0E+4
(17.1.11)

5.4E+4
(17.1.13)

1.0E+4
(17.1.11)

2.2E+4
(17.1.11)

4.0E+2
(17.1.11)

7.1E+3
(17.1.13)

1.9E+3
(17.1.12)

4.2E+2
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月
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【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（トリチウム 深い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

概ね低下の傾向一部で上昇箇所あり 変化なし 変化なし

3.1E+2
(17.1.12)9.3E+3

(17.1.13)

1.3E+3
(17.1.12)

5.9E+2
(17.1.12)

4.0E+4
(17.1.12)

2.8E+4
(17.1.13)

3.1E+4
(14.4.7)

1.1E+4
(14.4.7)

4.6E+2
(14.4.6)

2.6E+3
(14.4.30)

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

濃度（Bq/L）

105オーダー
海側

山側

山側から海側へ移流するこ
とにより濃度が変動したも
のと推定。
また、汲み上げ等により濃
度が低下したものと推定



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

6.5E+2
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

4.1E+3
(14.4.7) 5.2E+5

(14.4.7)

2.8E+1
(14.4.6)

2.3E+3
(14.4.8)

4.0E+4
(14.4.9)

6.4E+1
(14.4.9)

ND(1.8E+1)
(14.4.9)

ND(1.8E+1)
(14.4.9)

1.4E+4
(14.4.7)
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図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

3.3E+2
(17.1.14)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

2.3E+5
(17.1.13) 5.8E+4

(17.1.13)

ND(1.7E+1)
(17.1.13)

4.3E+1
(17.1.13)

3.5E+4
(17.1.11)

2.4E+1
(17.1.12)

ND(1.8E+1)
(17.1.12)

3.8E+2)
(17.1.12)

9.0E+3
(17.1.10)

2014年4月

2017年1月
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【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（全ベータ 浅い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

概ね低下の傾向
一部で上昇箇所あり

変化なし 変化なし変化なし

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

全濃度（Bq/L）

105オーダー4.1E+3
(14.4.6)

6.3E+3
(17.1.12)

ND(1.8E+1)
(14.4.7)

ND(1.7E+1)
(17.1.13)

海側

山側

山側から海側へ移流するこ
とにより濃度が変動したも
のと推定。



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

8.7E+1
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

2.1E+2
(14.4.7)

2.5E+1
(14.4.6)

ND(1.7E+1)
(14.4.6)

4.1E+2
(14.4.7)

9.0E+2
(14.4.6)

5.6E+2
(14.4.7)

2.2E+3
(14.4.18)

3.8E+2
(14.4.6)

9

Ｎ

図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

1.7E+4
(17.1.13)

1.3E+2
(17.1.11)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

ND(1.8E+1)
(17.1.11)

3.8E+4
(17.1.13)

1.5E+3
(17.1.12)

3.1E+2
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月

9

【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（全ベータ 深い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

一部で上昇箇所あり 変化なし 変化なし変化なし

ND(1.8E+1)
(14.4.7)

6.4E+5
(14.4.7)

5.6E+2
(14.4.6)

4.9E+3
(14.4.30)

ND，101，102オーダー以下
103オーダー
104オーダー

濃度（Bq/L）

105オーダー

3.6E+3
(17.1.12)

2.3E+2
(17.1.12)2.4E+5

(17.1.13)

7.8E+2
(17.1.12)

3.9E+1
(17.1.12)

ND(1.7E+1)
(17.1.13)

海側

山側

浅い井戸から深い井戸への
深さ方向の移流もあったも
のと推定。



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

1.1E+0
(14.4.6)

1.1E+0
(14.4.6)

ND(5.7E-1)
(14.4.7) 1.2E+0

(14.4.7)

ND(5.8E-1)
(14.4.8)

6.1E+0
(14.4.9)

2.1E+0
(14.4.9)

4.2E+1
(14.4.7)

10

Ｎ

図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

6.4E-1
(17.1.14)

ND(5.6E-1)
(17.1.11)

ND(7.9E-1)
(17.1.13) ND(4.5E-1)

(17.1.13)

ND(5.1E-1)
(17.1.13)

5.2E+0
(17.1.12)

ND(5.1E-1)
(17.1.12)

1.4E+2
(17.1.10)

2014年4月

2017年1月

10

【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（セシウム137 浅い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

変化なし 変化なし変化なし 変化なし

1.2E+0
(14.4.7)

ND(4.7E-1)
(17.1.13)

ND(4.7E-1)
(17.1.12)

ND，101オーダー以下
102オーダー
103オーダー

濃度（Bq/L）

104オーダー
海側

山側

セシウムは土壌に吸着しや
すいため、変化が少ないも
のと推定。

ND(4.4E-1)
(14.4.6)



１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

C/B C/B
C/B

C/B

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

1.5E+1
(14.4.6)

ND(5.7E-1)
(14.4.6)

5.4E-1
(14.4.7)

ND(5.5E-1)
(14.4.6)

ND(5.7E-1)
(14.4.6)

2.3E+1
(14.4.7) 8.9E+0

(14.4.7)

1.1E+1
(14.4.18)

ND(4.6E-1)
(14.4.6)

11

Ｎ

図 トリチウム分布状況

１号スクリーン・ポンプ室 ２号スクリーン・ポンプ室 ３号スクリーン・ポンプ室 ４号スクリーン・ポンプ室

#1 T/B #2 T/B #3 T/B
#4 T/B

ND(4.3E-1)
(17.1.11)

ND(5.4E-1)
(17.1.13)

3.4E+1
(17.1.11)

ND(5.9E-1)
(17.1.11)

ND(3.7E-1)
(17.1.11)

1.6E+0
(17.1.13) 6.1E+1

(17.1.13)

1.0E+1
(17.1.12)

ND(5.4E-1)
(17.1.12)

2014年4月

2017年1月

11

【1号機取水口北側】 【1,2号機取水口間】 【2,3号機取水口間】 【3,4号機取水口間】

上段 ：濃度
(下段)：採取日

観測孔の深さ別の濃度変化（セシウム137 深い井戸）

海側遮水壁
地盤改良壁
ウェルポイント
陸側遮水壁

変化なし 変化なし変化なし 変化なし

ND(5.4E-1)
(17.1.12)

2.7E+4
(17.1.13)

4.6E+1
(17.1.12)

6.6E+1
(17.1.12)

1.4E+2
(14.4.30)

3.4E+1
(14.4.6)1.5E+4

(14.4.7)

ND(5.7E-1)
(14.4.7)

ND(4.2E-1)
(17.1.12)

ND，101オーダー以下
102オーダー
103オーダー

濃度（Bq/L）

104オーダー
海側

山側

セシウムは土壌に吸着しや
すいため、変化が少ないも
のと推定。

ND(5.4E-1)
(14.4.6)
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＜参 考＞



13

＜参考＞護岸付近の地下水モニタリング 観測孔の位置と深さ

：海側遮水壁
：地盤改良壁
：旧護岸（旧中央堤）
：ウェルポイント
：海水配管トレンチ，分岐トレンチ
：電源ケーブル管路
：高汚染水漏出箇所

（ ）は観測孔の地表からの深さを示す

地表（op+4.0m)

op+2.5m
op+2.5m

観測孔
5m 16m

5m

16m

(op-11.0m)

op-3.0m

泥岩層

(op-4.0m)

旧護岸

電源ケーブル管路

中粒砂岩層

op-13.0m

埋戻土層地
盤
改
良
壁

構造物の配置（断面）イメージ

海水配管
分岐トレンチ

op+2.0
~-0.7m

海水配管
分岐トレンチ

電源ケーブル管路
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＜参考＞地下水観測孔概要図

No.0-1
No.0-2
No.0-4
No.1
No.1-6
No.1-12
No.1-14
No.2
No.2-2
No.2-3
No.3-2
No.3-3

No.0-3-1
No.1-8
No.1-9
No.1-11
No.1-16
No.1-17
No.2-5
No.2-6
No.2-7
No.2-8
No.3
No.3-4
No.3-5

No.0-1-2
No.0-3-2
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＜参考＞港湾内海水中のトリチウム濃度の推移
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1～4号機取水路開渠内の海水中のトリチウム濃度と降水量の推移

降雨量

(福島第一)

東波除堤北側

H-3

1号機取水口遮水壁前

H-3

2号機取水口遮水壁前

H-3

南側遮水壁前

H-3

海側遮水壁鋼管矢板打設
2015/9/10～9/22 (一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理
2015/9/23～10/26

1,2号機間地盤改良
2013/7/8～2014/3/25

2,3号機間地盤改良
2013/8/29～2014/2/6

2号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2014/11～2015/7

3号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2015/2～8
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＜参考＞港湾内海水中の全ベータ・ストロンチウム90濃度の推移
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1～4号機取水路開渠内の海水中の全ベータ・ストロンチウム90濃度と降水量の推移

降雨量

(福島第一)

東波除堤北側

全β

1号機取水口遮水壁前

全β

2号機取水口遮水壁前

全β

南側遮水壁前

全β

東波除堤北側

Sr-90

南側遮水壁前

Sr-90

海側遮水壁鋼管矢板打設
2015/9/10～9/22 (一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理
2015/9/23～10/26

1,2号機間地盤改良
2013/7/8～2014/3/25

2,3号機間地盤改良
2013/8/29～2014/2/6

2号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2014/11～2015/7

3号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2015/2～8
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＜参考＞港湾内海水中のセシウム137濃度の推移
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1～4号機取水路開渠内の海水中のセシウム137濃度と降水量の推移

降雨量

(福島第一)

東波除堤北側

Cs-137

1号機取水口遮水壁前

Cs-137

2号機取水口遮水壁前

Cs-137

南側遮水壁前

Cs-137

海側遮水壁鋼管矢板打設
2015/9/10～9/22 (一次打設完了9/19)

海側遮水壁継手処理
2015/9/23～10/26

1,2号機間地盤改良
2013/7/8～2014/3/25

2,3号機間地盤改良
2013/8/29～2014/2/6 2号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2014/11～2015/7

3号機海水配管ﾄﾚﾝﾁ浄化・抜取・閉塞 2015/2～8


